




よ み う り 進 学 メ デ ィ ア東京（3）

　
急
速
に
変
化
す
る
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
、「
変
化
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）」

を
求
め
、「
挑
戦
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

ｎ
ｇ
ｅ
）」
し
、「
社
会
に
貢
献（
Ｃ

ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）」で
き

る
３
Ｃ
人
材
の
育
成
を
目
指
す
青
稜

高
校
。
Ｊ
Ｒ
大
井
町
駅
に
近
く
、
モ

ダ
ン
な
校
舎
が
印
象
的
な
学
校
だ
。

　
１
年
生
の
新
井
一
華
さ
ん
（
江
戸

川
区
立
松
江
第
一
中
学
校
出
身
）は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
授
業
内
容
や

施
設
の
様
子
を
知
り
、
進
学
を
決
め

た
ひ
と
り
。「
通
学
に
は
１
時
間
半

ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
始
業
は
８
時

20
分
で
す
が
、
毎
朝
７
時
45
分
に
は

登
校
し
ま
す
。
同
級
生
も
早
め
に
来

て
自
習
し
て
い
る
の
で
、
私
も
自
然

に
そ
う
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

　
同
校
に
は
専
任
講
師
と
学
習
計
画

を
立
て
て
自
習
し
、
進
度
の
確
認
や

定
期
面
談
を
し
て
も
ら
え
る
「
Ｓ
ラ

ボ
」
と
い
う
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
自
習
以
外
に
も
、
定
期
試
験

の
結
果
に
基
づ
い
た
基
礎
講
習
や
英

語
が
中
心
の
早
朝
学
習
、
夏
・
冬
・

春
の
長
期
休
暇
中
の
特
訓
講
習
な
ど

も
充
実
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
を
は

じ
め
と
し
た
最
難
関
大
学
を
目
指
す

生
徒
に
は
、
特
別
放
課
後
講
習
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。

　
「
基
礎
講
習
も
複
数
の
科
目
に
分

か
れ
て
い
て
、
例
え
ば
数
学
に
も
基

礎
と
応
用
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
長

期
休
暇
特
訓
講
習
で
は
、
私
は
数

学
・
英
語
・
古
典
を
希
望
し
受
講
し

ま
し
た
。
２
年
生
に
な
れ
ば
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
科
目
が
あ
り
、
自
分

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢
の
多

さ
が
青
稜
高
校
の
特
長
だ
と
思
い
ま

す
」
と
新
井
さ
ん
。

　
１
年
生
の
11
月
に
は
文
理
選
択
説

明
会
が
あ
り
、
新
井
さ
ん
も
今
、
将

来
の
進
路
を
熟
考
中
だ
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
勉
強
一
本
で
頑
張

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
私
は
高
校
の

３
年
間
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
た

い
の
で
、
水
泳
部
に
入
部
し
、
文
化

祭
実
行
委
員
も
務
め
ま
し
た
」。

　
実
行
委
員
の
活
動
は
か
な
り
ハ
ー

ド
だ
っ
た
そ
う
で
、
途
中
で
挫
け
そ

う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ

が
、本
番
で
は「
や
り
遂
げ
て
よ
か
っ

た
！
」
と
感
動
し
た
そ
う
。
頑
張
る

自
分
を
実
感
で
き
、
継
続
す
る
力
が

つ
い
た
と
話
す
。

　
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
ら
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
の

が
青
稜
高
校
の
良
さ
。
そ
う
語
る
新

井
さ
ん
の
言
葉
に
も
力
が
こ
も
る
。

「
選
択
肢
が
多
く
、
個
性
豊
か
な
先

生
方
や
同
級
生
・
先
輩
・
後
輩
に
出

会
え
て
、
快
適
に
過
ご
せ
る
学
校
で

す
」。

幅
広
い
選
択
肢
の
も
と
、自
分
ら
し
い
高
校
生
活
を
満
喫

青
稜
高
校
（
品
川
区
）

　
約
80
年
の
歴
史
を
持
つ
啓
明
学
園

高
校
は
、キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
基
、

心
を
育
む
教
育
を
行
う
。

　
約
３
万
坪
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
生
徒
た
ち
は
思
う
存
分
に
勉
強

や
行
事
、
部
活
動
に
励
む
。
そ
ん
な

同
校
に
は
、
外
国
籍
の
生
徒
や
帰
国

生
と
い
っ
た
国
際
生
が
約
30
％
を
占

め
る
。
国
際
生
と
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
や
学
校
行
事
、
部
活
動
も
一
緒
に

行
う
の
で
、
学
校
に
居
な
が
ら
異
文

化
体
験
や
外
国
語
を
耳
に
す
る
機
会

が
多
い
の
が
特
長
。
世
界
を
つ
な
ぐ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び
が
実
践
さ
れ
て

い
る
。

　
国
際
色
豊
か
な
校
風
に
憧
れ
て
入

学
す
る
生
徒
も
多
く
、「
英
語
が
好

き
」と
話
す
吉
浦
麻ま

桜お

さ
ん（
２
年
・

昭
島
市
立
拝
島
中
学
校
出
身
）
と
、

「
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
く

て
」と
話
す
河
村
熙ひ

ろ

玲あ
き

さ
ん（
２
年
・

小
金
井
市
立
小
金
井
第
二
中
学
校
出

身
）
に
話
を
聞
い
た
。

　
将
来
、
英
語
の
先
生
を
目
指
す
吉

浦
さ
ん
。「
２
年
次
の
習
熟
度
別
の

英
語
演
習
（
選
択
科
目
）
の
授
業
で

国
際
生
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
国
際
生
の
流
暢
な
英
語
を
聞
き

取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
も
同
じ

よ
う
に
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

英
語
の
勉
強
に
励
ん
で
い
る
。

　

同
校
で
は
、「
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
英
語
・
外
国
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た

英
語
教
育
に
も
取
り
組
む
。

　
現
在
、
２
年
生
に
は
30
人
の
国
際

生
が
在
籍
し
各
ク
ラ
ス
で
７・
８
人

が
一
般
生
と
一
緒
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

を
行
っ
て
い
る
。「
国
際
生
か
ら
は

新
し
い
価
値
観
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
」
と
河
村
さ
ん
は
話
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
留
学
は
出
来
な
か
っ
た
が
、

大
学
進
学
後
に
は
行

き
た
い
と
、
夢
が
さ

ら
に
膨
ら
ん
だ
よ
う

だ
。

　

ま
た
、
同
校
で
は

毎
朝
の
礼
拝
か
ら
１

日
が
始
ま
る
。
放
送

委
員
に
よ
る
日
本
語
、

国
際
生
に
よ
る
英
語

で
の
聖
書
の
朗
読
が

行
わ
れ
る
。「
短
い
時

間
で
す
が
英
語
の
勉

強
に
も
な
り
、
心
が

洗
わ
れ
る
気
持
ち
に

な
り
ま
す
」
と
２
人

は
話
す
。

　
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
が
行
わ
れ
、
学
園
正
門
に

は
ツ
リ
ー
が
、
校
舎
内
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
装
飾
が
施
さ
れ
、
学
校
中
が

楽
し
い
雰
囲
気
に
な
る
そ
う
だ
。

　
最
後
に
２
人
は
「
授
業
だ
け
で
な

く
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
様
々
な
国

の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
楽
し

い
学
校
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

世
界
と
繋
が
る　

毎
日
が
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

啓
明
学
園
高
校
（
昭
島
市
）

国際生の使う教室には、様々な国の文化が紹介されていた

生
徒
が
行
き
交
い
、
活
気
に
あ
ふ
れ
る
放
課
後
の
校
舎
に
て

「高校ってどんな所？」「高校の授業や勉強は？」
「先輩達はどんな毎日を送っているの？」気になるポイントを聞いてきました。

（写真：編集部撮影、一部学校提供）

正
則
学
園
高
校　

１
年　

Ｏ
・
Ｋ
さ
ん
（
文
京
区
立
第
九
中
学
校
出
身
）

１
日
に
長
い
時
間
勉
強
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
気
が
滅

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
毎
日
短
い
時
間
を
継
続

し
て
勉
強
す
る
こ
と
が
、
苦
手
教
科
の
克
服
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
だ
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
、
無
意
識
に
知
識
を
得
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

例
え
ば
、
自
分
の
部
屋
や
家
の
壁
に
英
単
語
の
プ
リ
ン
ト

を
貼
っ
た
り
、
日
本
史
の
年
表
を
貼
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

第
一
に
必
要
な
こ
と
が
、複
数
の
学
校
を
知
る
こ
と
で
す
。

色
々
な
学
校
の
様
子
や
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
親
や
学
校
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
入
れ
な
が
ら
、
最
後
は
自
分
の
意
志
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
す
。

初
め
て
の
経
験
で
、
不
安
な
こ
と
も
多
数
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
一
つ
の
人
生
の
分
岐

点
で
す
。
一
生
懸
命
考
え
て

悩
ん
で
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

川
村
高
校　

１
年　

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
（
杉
並
区
立
中
瀬
中
学
校
出
身
）

苦
手
教
科
に
関
し
て
は
、
問
題
集
の
基
礎
か
ら
解
き
直
し

た
りYouTube

の
授
業
動
画
を
見
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

解
け
な
い
か
っ
た
問
題
に
印
を
付
け
、
次
の
日
に
も
う
一

度
そ
の
問
題
を
解
く
と
、
し
っ
か
り
知
識
が
定
着
で
き
ま

す
。

YouTube

で
「
受
験
生　
応
援
」
と
調
べ
る
と
自
分
と

同
じ
受
験
生
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
動
画
が
出
て
く
る
の

で
、
そ
の
動
画
を
観
て
「
み
ん
な
勉
強
を
し
て
い
る
。
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

校
風
や
通
学
時
間
、
自
分
が
目
指
せ
る
偏
差
値
、
大
学
進

学
実
績
が
学
校
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校

は
学
費
等
費
用
負
担
が
大
き
い
の
で
、
学
校
選
び
は
慎
重

に
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
は
長
期
戦
で
す
。
く
じ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
後
悔
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
息

抜
き
も
し
っ
か
り
し
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
１

Ａ
１

Ａ
２

Ａ
２

Ａ
３

Ａ
３

Ａ
４

Ａ
４



よ み う り 進 学 メ デ ィ ア （4）

■ ＳＤＧｓ関連

杉並 作
文

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けて日本政府は様々なことに取り組んで
います。ＳＤＧｓの17のゴールのうち、あなたが最も大切だと思うものとその理由
について一段落目で述べなさい。また、それに対してどのように取り組んでいくか、
あるいは取り組んできたことを具体的に考え、二段落目で述べなさい。（540～600字）

府中
小
論
文

小問１）社会生活の様々な場面でジェンダー・イクオリティが話題となっている
が、二つのグラフからその問題点を述べる。（200字）
小問２）小問１で答えた問題点について、新たな二つのグラフからその原因につ
いて述べる。（400字）

小平
小
論
文

「2020年度末時点の世界の人々の飲み水への入手状況」と「安全に管理されてい
ない飲み水を利用している人々の国籍の割合」という二つのグラフ資料を読み取
り、特徴を記述する。また、それらを踏まえた上で、SDGsの「全ての人が安全
で安価な飲み水を入手できること」を実現するためにはどうしたら良いか。国や
個人として取り組むべきことを具体例を含めて論じる。（600字）

東大和 作
文

SDGｓのターゲット12.4「製品ライフサイクルを通じ、環境上適正な化学物質や
全ての廃棄物の管理を実現し、人の健康や環境への悪影響を最小化するため、化
学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に削減する。」について、次に挙
げる３点を踏まえて，あなたの考えを作文としてまとめなさい。
〇ターゲット12.4は、2022年の現時点で十分に達成されているとは言えません。
その具体的な例を一つ挙げなさい。
〇このターゲットがなぜ、達成されていないのでしょうか。その理由と、現在生
じている問題について述べなさい。
〇このターゲットの実現のために、私たちにはどのようなことができますか。（480
～600字）

鷺宮 作
文

平成27年9月の国連サミットでは、「持続可能な開発目標」（SDGs）が採択され、
地球上の「誰一人として取り残さない」をテーマに、持続可能な世界を実現する
ための国際目標が定められた。あなたが望む未来の社会とはどのような社会か、
体験や見聞を基に書きなさい。それを踏まえ、その社会を実現するには社会全体
に何が必要か、あなたの考えや意見を書きなさい。（700～750字）

■ 学校行事・部活動・委員会

雪谷 行
事

小問１）本校では「文武両立」をモットーに、学力向上と部活動や学校行事を推
進しています。なぜ雪谷高校は、「文武両立」を大切にしていると思いますか。あ
なたの考えをまとめなさい。（200字）
小問２）あなたは高校生活において「文武両立」を実現させるために、どのよう
に取り組みますか。具体例を示し書きなさい。（400字）

第一商業 作
文

本校は、地域探究推進校として、渋谷・代官山地域における「探究学習」を進め
ています。「探究学習」は、課題を発見し、それを解決する力の育成を目標として
います。このことについて、次の指示に従って書きなさい。
(１)第一段落には、あなたが中学時代に自ら進んで課題を発見し、その解決に向
けて取り組んだ経験を、具体的に書きなさい。（授業、総合的な学習の時間、生徒
会活動、部活動、学校行事、ボランティア活動など）
(２)第ニ段落には、渋谷・代官山地域又はあなたが住んでいる地域などの課題を
解決するために、高校在学中に何を身に付けていきたいか、具体的に書きなさい。
（500～600字）

大森 作
文

「本校の期待する生徒の姿」の中に、「３学校行事や部活動、委員会活動等の校内
活動だけではなく、インターンシップ、ボランティア活動等の校外活動にも積極
的に取り組む生徒」というものがあります。これらの様々な活動をうまく進める
ためには、よりよい人間関係を築くことが大切です。「よりよい人間関係」を築く
ために、どのようなことが必要だと思いますか。今までに経験したことなどを挙
げて、あなたの考えを書いてください。その上で、大森高校での３年間をどのよ
うに過ごそうと思っていますか。（570～600字）

飛鳥 作
文

新しい一万円札の顔となる渋沢栄一は、「もうこれで満足だという時は、すなわち
衰えるときである。」という言葉を残しています。すなわち、いつでも現状に満足
せず、向上心を高く持ち続けることが大切だということです。この言葉を踏まえ
て、中学校３年間で向上心を持ち続け、努力したことを具体的に述べなさい。また、
その経験を生かし、飛鳥高校ではどのような学校生活を送っていきたいか具体的
に述べなさい。（700字）

■ 新型コロナウイルス

大崎 作
文

新型コロナウイルス感染症の流行により、私たちの生活スタイルが大きく変わり
つつあります。
学校においてもオンライン授業が普及しましたが、このような時代の中で、学校
に行くことの価値や意義についてどう考えますか、あなたの経験を踏まえ述べな
さい。（540～600字）

都立推薦入試　小論文・作文・実技検査テーマ抜粋

※東京都教育員会HP：令和４年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基づく選抜で実施した集団討論、小論文・作文、実技検査のテーマ等一覧から抜粋

　都立推薦入試では小論文・作文の試験が行われます。令和４年度では、小論文の
実施校は 37 校、作文の実施校は 112 校、実技検査実施校は 18 校でした（※作文
と実技検査を実施する学校もあります）。小論文・作文の試験では、時間 50 分、
課題数１問に文字数は大体 500 ～ 600 字という学校が多いようです。
　小論文では、普段から話題になっている情報や資料等に接し、自分の意見を持つ
ことが必要となりそうです。
　作文では、高校での学びや高校生活の目標などテーマに沿ってまとめるという形

式が多いようです。
　今回は、学科毎に志願倍率高かった高校と、ＳＤＧｓ・コロナウイルス・学校行事・
部活動・中学校・委員会などのキーワードから実施されたテーマを抜粋しました。
　これらのテーマの一覧表は東京都のホームページに掲載されているので、推薦入
試を希望する人は、研究しておきましょう。
　なお、例年実施されている、集団討論はコロナウイルス感染対策で実施されませ
んでした。

■ 志願倍率の高かった高校

青山
小
論
文

小問１）コロンブスが1492年に行った航海の出発地と最初の到達
地を資料から読み取り、略地図上の13の点から選び線で結ぶ。二
つの教科書の記述が変わった理由について考えを述べる。（150字）
小問２）照度と二酸化炭素の減少量の関係を示すグラフを完成さ
せる。
樹木ａ・ｂのうちタイプＹと考えられるのはどちらかを答え、グ
ラフからその理由を説明する。

鷺宮 作
文

平成27年９月の国連サミットでは、「持続可能な開発目標」（SDGs）
が採択され、地球上の「誰一人として取り残さない」をテーマに、
持続可能な世界を実現するための国際目標が定められた。あなたが
望む未来の社会とはどのような社会か、体験や見聞を基に書きなさ
い。それを踏まえ、その社会を実現するには社会全体に何が必要か、
あなたの考えや意見を書きなさい。（700～750字）

東
小
論
文

小問１）貧しい生活を強いられている人の人数の推移と年齢別の割
合のグラフから、関連性を考え、文章にまとめる。（文字数制限なし）
小問２）小問１を踏まえて、今後の行動の在り方を考え、文章にま
とめる。（360～400字）※午前受験者

新宿
小
論
文

小問１）日本、アメリカ及びOECD全体の消費者物価指数の推移
をまとめた表から、読み取れる内容を述べる。（101～125字）
小問２）日本、アメリカ及びOECD全体の消費者物価指数の動向
から生じる懸念（問題点）に対して、政治・経済・教育いずれか
の立場で取り得る改善策を述べる。（201～250字）
小問３）資料を読み、大気中の二酸化炭素濃度の変化の傾向を説
明し、その傾向が表れる原因を考察して述べる。（81～140字）
小問４）資料を読み、大気中の二酸化炭素濃度の増加ペースを持
続的に和らげる合理的で具体的な対応策を述べる。（141～200字）

国際
小
論
文

国際高校であなたはどのような力を身に付けたいと思いますか。
＜文章１＞及び＜文章２＞を踏まえて、あなたの考えを述べなさ
い。また、その力を身に付けるために、どのような高校生活を送
るか具体的に論じなさい。（540～600字）

第三商業 作
文

本校では授業内で調べたことや考えたことなどを発表する機会が
あります。あなたが今までに経験したことを踏まえ、「相手に分か
りやすく伝える。」ために、どのように発表方法や表現の仕方を工
夫しますか。あなたの考えを具体的に述べなさい。（525～600字）

多摩科学技術
実
技
検
査

中学校の授業や課外活動又は日常の生活などにおいて、興味・関
心をもったことの中から一つ選び、タイトルを付けたプレゼンテ
ーションシートを作成してください。※30分間でプレゼンテーシ
ョンシートを作成し、10分間でプレゼンテーション・質疑応答等
を行う。

工芸 作
文

あなたが作品を制作する上でのこだわりは何ですか。また、その
理由に触れながら、工芸高校で、どのような創作活動をしていき
たいと考えていますか。あなたが考える内容を具体的に書きなさ
い。（540～600字）

府中工業 作
文

あなたの中学校生活の経験の中で、本校入学後に生かせることは
何ですか。その経験と、どのように生かしていきたいかを、具体
的に書きなさい。（400～600字）

園芸 作
文

あなたの学びたいことが社会とどのようにつながっているか、考
えを述べなさい。また、それを踏まえて本校でどのような学校生
活を送りたいか、具体的に述べなさい。（541～600字）

農業 作
文

本校は、農業又は家庭について、専門的に学ぶことができる学校
です。本校での学習を通して、次の①、②、③に答えなさい。
①あなたは志望する学科において、どのような学習に積極的に取
り組みたいですか。
②①で取り組んだことを確実に習得するために、どのような高校
生活を送ろうと思いますか。
③①、②で述べた本校での学習の成果を卒業後、どのように生か
しますか。具体的に書きなさい。（501～600字）

橘 作
文

橘高校は産業科の高校です。
あなたが知っている本校の特色について述べてください。また、あ
なたの夢の実現のために、本校でどのような分野を中心に学びたい
ですか。
さらに、学んだことを在学中あるいは卒業後、どのように生かして
いきたいと思っているか、具体的に書いてください。（501～600字）
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令
和
４
年
３
月
の
公
立
中

学
校
の
卒
業
者
は 
７
万
６ 

３
１
９
人
で
、
前
年
度
よ
り

３
，
３
２
２
人
増
加
し
た
。

　
進
学
者
は
７
万
５
１
８
６

人
、
進
学
率
は 

98
・
５
％
、

前
年
度
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　
進
学
者
の
う
ち
、課
程
別
・

設
置
者
別
の
進
学
状
況
は（
表

１
）の
と
お
り
で
あ
る
。全
日

制
課
程
へ
の
進
学
率（
87
・
８

％
）の
減
少
が
続
く
な
か
で
、

通
信
制
課
程（
５・５
％
）が
毎

年
増
加
傾
向
に
あ
る
。設
置
者

別
で
は
、都
内
公
立
（
50
・
５

％
）が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
進
学
先
の
学
科
別

内
訳
は
、（
表
２
）
の
通
り
、

専
門
学
科
が
減
り
、
普
通
科

の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
東
京
都
教
育
委
員
会
は
10

月
20
日
、
令
和
６
年
度
に
東

京
都
立
科
学
技
術
学
校
（
江

東
区
）
に
設
置
を
予
定
し
て

い
る
理
数
に
関
す
る
学
科
の

入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
実
施

方
法
を
公
表
し
た
。

　
選
抜
方
法
は
「
推
薦
に
基

づ
く
選
抜
（
特
別
推
薦
（
理

数
））」
と
「
学
力
検
査
に
基

づ
く
選
抜
」
の
２
通
り
。

　
募
集
人
員
は
、
令
和
５
年

10
月
に
発
表
予
定
の
「
令
和

６
年
度
都
立
高
等
学
校
等
第

一
学
年
募
集
人
員
」
に
定
め

ら
れ
る
。

■中学校　課程別・設置者別進学者数　（表１） （単位:人、％）

卒業年度 卒業者 進学者
全日制

定時制 通信制 他
計

都内
都外

公立 国立 私立

令和元年
75,580 74,463 67,259 39,634 173 24,328 3,124 2,547 3,277 1,380

100 98.5 89.0 52.4 0.2 32.2 4.1 3.4 4.3 1.8 

2年
72,997 71,915 64,554 37,773 185 23,684 2,912 2,265 3,693 1,403

100 98.5 88.4 51.7 0.3 32.4 4.0 3.1 5.1 1.9 

3年
76,319 75,186 66,975 38,523 201 25,108 3,143 2,561 4,179 1,471

100 98.5 87.8 50.5 0.3 32.9 4.1 3.4 5.5 1.9 

■学科別進学者数　（表２） （単位:人、％）

卒業年度 高等学校への
進学者数 普通科 総合学科

専門学科
計 農業科 工業科 商業科 その他

令和元年
69,806 59,783 2,692 7,331 715 3,025 1,794 1,797

100 85.6 3.9 10.5 1.0 4.3 2.6 2.6 

2年
66,819 57,909 2,471 6,439 641 2,535 1,510 1,753

100 86.6 3.7 9.6 1.0 3.8 2.3 2.6 

3年
69,536 60,726 2,569 6,241 636 2,457 1,511 1,637

100 87.3 3.7 9.0 0.9 3.5 2.2 2.4 
注）通信制課程・高等学校別科・中等教育学校・高等専門学校及び特別支援学校進学者除く

出
展
：
東
京
都
教
育
員
会
10
月
27
日

発
表
、「
令
和
４
年
度
公
立
学
校
統
計

調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
よ
り

令
和
３
年
度

東
京
都
公
立
中
学
校

卒
業
者
進
路
状
況

都
立
科
学
技
術
高
校

「
理
数
に
関
す
る
学
科
」

選
抜
方
法
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今
年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
っ
て
、
学
校
説
明
会
や
合

同
相
談
会
、
入
試
イ
ベ
ン
ト

の
多
く
が
予
約
制
や
定
員
制

に
な
る
な
ど
、
制
限
さ
れ
た

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
は
情

報
不
足
な
ど
の
不
安
を
抱
え

な
が
ら
受
験
の
準
備
が
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
も
３
年

目
と
な
り
、
各
私
立
高
校
で

は
学
校
説
明
会
を
様
々
な
工

夫
の
も
と
で
開
催
し
、
受
験

生
に
と
っ
て
有
意
義
な
場
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
大
事
な
学

校
情
報
と
な
り
、
参
考
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
さ
て
、
各
中
学
校
で
は
こ

れ
か
ら
中
学
３
年
生
を
中
心

に
三
者
面
談
等
が
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
最
終
的
に
志
望
校

を
決
定
す
る
時
期
が
近
づ
い

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

12
月
中
旬
に
は
調
査
書
が
確

定
し
、
入
試
の
日
が
一
歩
一

歩
、
近
づ
い
て
き
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
首
都
圏

19
万
ユ
ー
ザ
ー
以
上
が
利
用

し
て
い
る
検
索
サ
イ
ト
「
単

願.com

」
と
「
併
願.com

」

の
デ
ー
タ
か
ら
、
都
内
私
立

高
校
の
中
で
閲
覧
数
の
多
い

学
校
を
抽
出
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

【
単
願.com

】

　
初
め
に
単
願.com

で
す
。

『
男
子
校
閲
覧
数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
』

１
位
保
善

２
位
日
本
大
学
豊
山

３
位
京
華

『
女
子
校
閲
覧
数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
』

１
位
日
本
大
学
豊
山
女
子

２
位
白
梅
学
園

３
位
共
立
女
子
第
二

『
共
学
校
閲
覧
数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
』

１
位
明
治
大
学
付
属
明
治

２
位
日
本
大
学
鶴
ヶ
丘

３
位
国
学
院

　

単
願.com

で
は
、
上
位

に
大
学
付
属
の
学
校
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
大
学
付
属
校
人
気
の
傾

向
が
続
い
て
い
る
と
言
え
ま

す
。

【
併
願.com

】

　
次
は
併
願.com

で
す
。

『
男
子
校
閲
覧
数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
』

１
位
保
善

２
位
京
華

３
位
日
本
学
園

『
女
子
校
閲
覧
数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
』

１
位
白
梅
学
園

２
位
佼
成
学
園
女
子

３
位
江
戸
川
女
子

『
共
学
校
閲
覧
数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
』

１
位
自
由
ヶ
丘
学
園

２
位
目
黒
学
院

３
位
豊
島
学
院

　

併
願.com

で
は
単
願

.com

と
異
な
り
、
大
学
付

属
校
が
少
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
代
わ
り
に
共
学
化

す
る
学
校
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
学
校
、
特
色
の

あ
る
コ
ー
ス
を
設
置
し
て

い
る
学
校
な
ど
が
目
立
ち

ま
す
。

　

こ
の
他
に
閲
覧
数
上
位

に
な
っ
て
い
る
学
校
に
は
、

「
淑
徳
巣
鴨
」「
駒
場
学
園
」

「
昭
和
第
一
学
園
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
閲
覧
さ
れ
て
い
る

学
校
は
、
進
学
実
績
が
伸
び

て
い
た
り
、
他
校
に
は
な
い

取
組
み
が
あ
っ
た
り
、
校
舎

や
施
設
が
最
新
鋭
だ
っ
た
り

と
、
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
学
校
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

よ
う
に
受
験
生
全
体
の
動
向

を
参
考
に
す
る
こ
と
は
志
望

校
選
択
に
有
効
と
な
り
ま

す
。
将
来
の
た
め
に
、
自
分

に
と
っ
て
価
値
あ
る
志
望
校

を
選
択
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
。
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

監
修
：
高
校
入
試
活
性
化
委
員
会

（
株
式
会
社 

リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
）

「
将
来
の
自
分
に
と
っ
て
価
値
あ
る
志
望
校
選
択
を！
」

２
０
２
３
年
度（
令
和
５
年
度
）

東
京
都
内
私
立
入
試
の
動
向

答

解

入試問題に挑戦！！入試問題に挑戦！！入試問題に挑戦！！都立
数学

都立数学入試問題、大問１の計算問題を過去9年間分集めまし
た。基本的な計算力をみるものが毎年出題されています。配点
は各５点30点です。確実に正解をしておきたいところです。今
の自分の力を試してみましょう。

成
平

31

度
年

〔問1〕　　　　　　　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　 を計算せよ。

〔問3〕　　　　　 を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　 　を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　を解け。

1　次の各問に答えよ。
5 + 12 ×(－8)

4(a－b)－( a－9b)

4x + 6 = 5( x + 3)
－x + 2y = 8
3x－y = 6

x2 + x－9 = 0

( 7－1)2

成
平

30

度
年

〔問1〕　　　　　　　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　 を計算せよ。

〔問3〕　　　　　　　　 　 を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　 を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　 を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　  を解け。

1　次の各問に答えよ。
5－13 ×(－9)

8(a + b)－(4a －b)

( 7 + 2 3)( 7－2 3)

4x－5 = x－6
7x－y = 8
－9x + 4y = 6

x2 + 12x + 35 = 0

和
令

２

度
年

〔問1〕　　　　　 を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　 　 を計算せよ。

〔問3〕　　　　　        を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　 　を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　  を解け。

1　次の各問に答えよ。
9－8÷12
3 5a －b － 7a－4b

2－ 6 1 + 6

9x + 4 = 5 x + 8
7x－3y = 6
x + y = 8

3x2 + 9x + 5 = 0

成
平

27

度
年

〔問1〕　　　　　　　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　　を計算せよ。

〔問3〕　　　　　　　　　を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　　を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　　を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　　を解け。

1　次の各問に答えよ。
－7 + 8 ÷12
9a + 4b－(a －3b)

( 6 + 5)( 6－2 )
x－7 = 9(x + 1)
3x + 4y = 8
x－2y = 6

x2 + 5x－3 = 0

成
平

29

度
年

〔問1〕　　　　　　　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　を計算せよ。

〔問3〕　　　　　　　　 を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　　を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　 を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　 を解け。

1　次の各問に答えよ。
6－9×(－13)

8a + b－(a －7b)

(6 + 2)( 1－ 2 )
3(x + 5) = 4x + 9

x + y = 7
4x－y = 8

x2 + 5x + 2 = 0

成
平

28

度
年

〔問1〕　　　　　　　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　　を計算せよ。

〔問3〕　　　　　　を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　　を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　　　を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　　を解け。

1　次の各問に答えよ。
－6－42 ×18
7a －b－5(a －2b)

48 + 9
3

x + 6 = 2( x + 1)
9x－5y = －7
－3x + 2y = 4

x2 + 5x－6 = 0

成
平

26

度
年

〔問1〕　　　　　　　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　　を計算せよ。

〔問3〕　　　　　　　　　を計算せよ。
〔問4〕　一次方程式　　　　　　　　　を解け。

〔問5〕　連立方程式　　　　　　　　を解け。

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　　を解け。

1　次の各問に答えよ。
－62 + 4 ×7

9a + 5b－(8a －b)

27－12÷ 3
9x－8 = 5(x + 4)
2x + 3y = －6
x = －4y+ 7

x2 －5x + 1 = 0

平成26年度
1 〔問1〕　　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　〔問4〕

〔問5〕　　　　　　　　　〔問6〕

－8 a + 6b － 3 7

x =－9, y = 4 x = 5± 21
2

平成29年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　〔問6〕

9 7a + 8b 4－5 2

6 x = 3, y = 4 －5± 17
2

平成27年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　　　

〔問4〕　　　　〔問5〕　　　　　　　　　〔問6〕

9 8a + 7b －4 + 3 6
－2 x = 4, y = －1 －5± 37

2

5a + 9b

平成30年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　〔問6〕

8 4a + 9b

x = 2, y = 6

－5

－13
－7, －5

－8 2a + 9b 7 3
4 x = 2, y = 5 －6, 1

平成28年度
1 〔問1〕　　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　〔問6〕

令和４年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　〔問6〕5 x = , y= 29

－7
8

令和２年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　〔問6〕

－7 8a + b －4 + 6

9 x = 3, y = 5 －9± 21
6

平成31年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　〔問6〕

1 3a + 5b

x = 4, y = 6－9

8－2 7
－1± 37
2

－3± 13
4

9a + 5b

－

令和３年度
1 〔問1〕　　　〔問2〕　　　　　　　　〔問3〕　　　　　

〔問4〕　　　〔問5〕　　　　　　　　　 　〔問6〕

7 2 3

5 x = , y= 61
4

8－ 2±

和
令

３

度
年

〔問3〕　　　　　     を計算せよ。
〔問4〕 一次方程式 を解け。

を解け。

を解け。

〔問5〕 連立方程式

〔問6〕 二次方程式

1　次の各問に答えよ。

－4x+ 2 = 9 x－7
5x +
－

y = 1
x + 6y = 37

= 22x + 8

3÷ 86

〔問2〕　　　　　　　　を計算せよ。5a－b － a－7b2 4

+ 81
9－32〔問1〕　　　　　 　を計算せよ。×

和
令

４

度
年

〔問1〕　　　　　 　を計算せよ。

〔問2〕　　　　　　　　を計算せよ。

〔問4〕　一次方程式 を解け。

1　次の各問に答えよ。

－

1 9
2

3a b － a－7b

5x 7 = 9 x－3

－ 62

4 8

÷
+

+〔問3〕 を計算せよ。( 62 )2

〔問6〕　二次方程式　　　　　　　  を解け。4x2 + 6x－1 = 0

〔問5〕　連立方程式 を解け。2x－5y = 8
x = 4y+ 1

10 4 6+

×




